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④第8回交通安全ママさん自転車溝口地区大会

ママさん奮闘

みごと優勝、県大会へ
一子供の国保育園保護者会チームー
（加藤初恵㌔、森田伸子㌔、井上廣女㌔、遠藤恵美㌔）

まちのうごき
（7月30日現在）

世帯数1，215（－0）
人　口　4，702人（－3）
（男）　2，259人（－4）
（女）　2，44
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夏
は
や
つ
ば
り

＠
＠
＠
㊤
＠

＠
＠
＠
＠
④

、
さ
∵
い
扉

▲きりえ　紙原四郎（日本きりえ協会会員）、朝日新聞鳥取版掲載

今
年
も
八
月
十
」
八
日
、
十
七
日
の
両
日
、
五
百
年
の
伝
統
と

歴
史
を
持
つ
江
尾
十
七
夜
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

文
明
永
禄
年
間
か
ら
江
美
城
主
蜂
塚
安
房
守
の
創
始
に
よ
り

伝
え
受
継
が
れ
た
伝
統
あ
る
歴
史
文
化
行
事
「
江
尾
十
七
夜
」

に
、
個
人
で
団
体
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈山陰路観光キャンペーン〉

前夜祭

817
◇十七夜踊り（こだいぢ踊り）

一県無形民俗文化財指定－

噂

五
百
年
の
伝
統
行
事

Soumu
楕円

Soumu
四角形



第235号

◇
行
　
事
　
日
　
程
◇

十　 七　 夜 前　 夜　 祭 月

8 月 1 7 日（金 ） 8 月 1 6 日（木） 日

荒　十　 花　 火　納　仁　伯　江　少　旗　山 山　 納　 裏　 伯　 江　 旗
行

事

；冨蓋　文誓輪覆轍 誓蓋養蚕芸
楽　 り　 火　 字　 ケ　加　や　鼓　会　上　車 車　 ケ　 り　 や　 鼓　 上

し し
太 太
鼓 鼓

午 午 午 午 午 午 午 午 午 正 終
後 後 後 後 後 後 後 後 後 午

午 午 午 午 午 正　後 後 後 後 午
時

間

9 8 8 8 7 7 7 6 2 1
時 時 時 時 時 時 時 時 時 午
雰 雰 ～ ～ 雰 雰 ～ ～ ～ 管 。

7 7 7 6 l
時 時、時 時 午
30 30 1 1 後

後 分 分　 6
1 1 時～ 1　　　 1 1　　　　 時

30 30
分 分

江　上　打行　久　江　町　江　町　江　江　町 町　 江　 町　 江　 町　 江
会

場

等

完 彙 謂 連 曇　 豪 富 蓬 悪 霊 内 尾 内 尾 内 府
各 駅 を 駅 を 町
種 前 踊 前 打 総

社　場　 る期　山　 ス　内　 ス　ち　境　合　展 展　 ス　 り　 ス　 ち　 合
の　　　 テ　　　 テ　を　内　 グ　示 示　 テ　 を　 テ　 を　 グ
時　　 l　 I が　持　 ラ l　 が　 l　 が　 ラ
間　　　 ン　　　 ジ　す　設　ウ ジ　 す　 ジ　 す　 ウ
帯　　　　　　　　　　 会　 ン ン
に　　　　　　　　　　　 場　 ド ド

今
年
も
江
症
十
七
夜
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
を
作
成
、
販
売
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
は
、
5

0

度
数
で
一
枚
五
〇
〇
日
で
販
売
。

記
念
品
と
し
て
、
ま
た
、
お
土
産

と
し
て
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

販
売
枚
数
は
限
定
丘
〇
〇
枚
。

お
求
め
．
は
左
記
ま
で
直
接
お
出

か
け
卜
さ
い
。

◎
江
府
町
役
場
出
納
室

（
℡
7
5
・
2
2
1
1
）

◎
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
局

（
℡
7
5
・
2
1
3
1
）

※
十
七
夜
当
日
は
、
江
尾
町
内
の

N
T
T
コ
ー
ナ
ー
で
も
販
売
さ
れ

ま
す
。

臨時バス

8日17日は、次のと

おり臨‖寺バスが運行さ

れます。ご利用下さい。

※大平原行

午後10時30分
（農協米倉庫発）

※畑ケ田行

午後10時30分

（農協米倉庫発）

※大河原行

午後10時30分

（小江尾入口発）
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㊨
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
、
江
府
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
は
、
7
月
1
0
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
選
挙
に
よ
る

改
選
議
席
十
人
に
対
し
、
立
候
補
届
者
も
十
人
で
あ
っ
た

た
め
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
、
農
業
団
体
・
議
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
六
人

を
加
え
た
十
六
人
の
方
が
新
し
い
委
員
に
決
定
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
2
年
7
月
2
0
日
か
ら
3
年
間
で
す
。

新
し
い
農
業
委
員
の
方
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

1
敬
称
略
1

梅林　　靖　　　　　中尾　彰人
（日の詰）（本　一一）

下垣　　稔　　　　　貫之　山　　優
（洲河崎）（美　用）

末次　　力　　　　景山　幸夫
（栗　尾）　　　　　（宮　市）

小椋　健也　　　　　清水
（下蚊屋）

昏恩
藤原　忠文　　　　　千藤

（池の内）

1㊨

泉′血Å

眞田　良
（小江尾）

佐藤　秋寛
（貝　田）

ト
　
ミ
h

、
滑
常
‖
欄

茂田　口

（本　一）
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わ
だ
い

≪

≪

≪

㊨④㊥㊥㊥㊨

「チロ、ソコチロリン」と
呼んで下さい。

名付け親

川端　孝子さん（本五）

▲名付け親他入選者のみなさん

酔

7
月
1
6
日
、
国
道
一
八
一
号
線

の
柿
原
入
り
口
で
交
通
安
全
街
頭

指
導
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
7
月
1
6
日
か
ら
訪
日

の
間
実
施
さ
れ
た
夏
の
交
通
安
全

県
民
運
動
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
交
通
指
導
員
、
交
通
安

全
母
の
会
、
交
通
安
全
協
議
会
な

ど
か
ら
約
2
0
名
が
参
加
、
溝
口
警

察
署
の
指
導
の
も
と
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
」
を
め

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

配
布
し
て
安
全
運
転
の
呼
び
か
け

ぎ
し
て
　
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
凍

結
作
戦
」
を
展
開
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
を
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配

っ
て
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。夏

は
、
暑
さ
や
行
楽
に
よ
る
疲

労
等
に
よ
る
交
通
事
故
や
、
夏
休

み
中
の
児
童
、
生
徒
の
交
通
事
故

が
多
発
し
て
ま
す
。

安
全
運
転
を
心
掛
け
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
、
交
通
事
故
を
無

く
し
ま
し
ょ
う
。

チロルの里観光キャラクターマーク

㊨㊨㊧㊨
『チロ、ソコチロリン』

全
町
民
参
加
の
町
づ
く
り
　
「
チ

ロ
ル
の
里
」
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
募
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
観
光

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
の
名
前
が

決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
は
、
幼
児
か
ら
七
十
七
才

の
お
じ
い
さ
ん
ま
で
幅
広
い
層
か

ら
あ
り
、
応
募
総
数
は
二
六
三
点
、

一
三
九
種
頬
に
及
び
ま
し
た
。

7
月
4
日
、
役
場
に
お
い
て
、

道
上
鳥
取
大
学
教
授
、
大
阪
宣
伝

研
究
所
チ
ー
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
青
木

女
史
等
を
審
査
員
に
む
か
え
審
査

会
が
開
催
さ
れ
、
「
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
、
ユ
ニ
ー
ク
そ
し
て
リ
ズ

ム
感
と
可
愛
ら
し
さ
等
に
よ
り
、

チ
ロ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
。
」

と
い
う
理
由
で
、
川
端
孝
子
さ
ん

へ
本
町
5
丁
目
）
　
の
応
手
さ
れ
た

『
テ
ロ
ッ
コ
チ
ロ
リ
ン
』
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

7
月
2
3
日
、
名
付
け
親
他
人
選

者
の
皆
さ
ん
に
、
福
田
町
長
よ
り

賞
状
と
賞
金
（
小
中
学
生
に
は
賞

品
）
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
　
『
テ
ロ

ッ
コ
テ
ロ
リ
ン
』
　
の
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
参
加
賞
と

し
て
送
ら
れ
ま
し
た
。

入
選
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

準
名
付
け
親

篠
田
由
紀
子
（
小
　
江
　
尾
）

森
田
　
英
二
へ
‖
ハ
里
江
尾
小
6
年
）

人
　
選

小
椋
　
奈
美
辛
攻
撃
米
沢
小
江
隼
）

板
井
っ
た
え
　
へ
美
　
　
　
用
）

森
旧
　
実
紀
行
南
、
江
府
中
2
年
〉
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7
日
1
3
日
、
役
場
に
お
い
て
江

府
町
交
通
安
全
指
導
員
の
任
命
式

を
行
い
、
福
H
町
長
か
ら
目
名
の

指
導
‖
∵
人
ひ
と
り
に
辞
令
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
指
導
員
を
代
表

し
て
遠
藤
崖
之
さ
ん
が
、
「
交
通

非
常
事
態
の
昨
今
に
あ
っ
て
、
私

達
は
悲
惨
を
交
通
事
故
防
止
の
た

め
に
交
通
安
全
の
意
識
高
揚
と
安

全
指
導
に
実
践
に
懸
命
の
努
力
を

↓
代
表
し
て
遠
藤
量
之
氏
が
力
強

く
宣
誓

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
、

力
強
く
宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
指
導
員
の
皆
さ
ん
に

は
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
も

と
よ
り
、
H
境
か
ら
町
は
の
先
頭

に
立
っ
て
交
通
安
全
の
推
進
と
指

導
に
あ
た
っ
て
噴
い
て
い
ま
す
。

今
後
2
年
間
お
世
話
い
た
だ
く

指
導
員
の
方
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

－
敬
称
略
－

■－

●

遠藤量乏

（本－）

入江　恭子　　　　　河上　順喜　　　　　芦立　喜明
（新　一）　　　　　（本　三）　　　　　（本　四）

河上　　収　　　　　澤口　　勉　　　　　藤原　信雄　　　　　石原　忠哉
（新　道）

1

、

i

】

メ

ノ

／

（池の内）

／／－√　　㌦1、、、㌧＼

／

・
　
　
　
■
■
　
；
■
－
－
．

・

－

　

L

　

　

　

・

＼
＼

／

（助　澤）

船越　照明　　　　　亀□　幸満　　　　　川上　富夫
（宮ノ前）　　　　　　（大河原）　　　　　　（御　机）

（宮　市）

川端　　稔
（本　五）

－
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第235号

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
愛
の
献
血
」
に
六
十
八
名

7
月
1
2
日
、
町
内
5
か
所
で
行
な
わ
れ
た
献
血
事

業
に
六
十
八
名
の
カ
の
温
か
い
▲
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

献
血
さ
れ
た
み
を
さ
ん
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

－
敬
称
略
－

米
子
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

1
0
月
入
所
生
募
集

◎
募
集
科
目
、
定
員

〔
江
尾
郵
便
局
前
〕

上
田
　
垂
樹
、

神
坂
　
克
行
、

川
上
　
正
昭
、

砂
〓
　
正
文
、

河
上
　
順
喜
、

土
井
垣
史
朗

〔
江
府
町
農
協
前
〕

栗
林
　
範
之
、

川
端
　
睦
子
、

小
笠
原
意
義
、

生
田
　
人
美
、

西
村
　
弘
樹
、

張
谷
　
俊
二
、

藤
原
　
泰
久
、

〔
日
本
国
土
開
発

中
尾
　
法
生
、

笹生酒三乗
間田水輪本

伸謙暁俊
子二美二稔

梅
田
　
和
英

川
島
　
美
紀

下
垣
　
邦
弘

川
端
登
志
一

滞
日
　
　
勉

川
中
　
　
進

藤
原
　
信
雄

小
田
急
前
〕

熊
谷
　
嘉
昭

五
十
川
正
生
、

岩
井
　
　
豪
、

池
谷
　
　
聡
、

瀬
知
　
昭
彦
、

鍋
谷
　
宝
作
、

中
西
　
走
二
、

春
木
　
　
護
、

〔
江
府
町
役
場
前
〕

川
端
　
孝
志
、

森
田
　
文
香
、

西
中
　
秀
人
、

加
藤
　
邦
樹
、

影
山
　
久
志
、

太
目
　
　
厚
、

平出北安空赤河
松仲本部揚星原

浩幸正好俊和明
三番義兄介入信

◆
イ

／
7■

◆
住
宅

サ

住

宅

食

属

科

目

リ

／

】
ビ

ス

工 加

コ

l

ス

コ
】

ス

コご

科

工

科

10 20 15
名

定

名 名 日

一
二
ム
冊

■
　
川
上
由
干

睦
美

村
本
　
清
二

阿
部
寿
満
子

西
村
　
慶
伸

森
田
　
哲
也

川
村
　
節
男

〔
清
水
・
大
豊
共
同
企
業
体
前
〕

遠
藤
　
数
毒
、
　
壱
岐
　
儀

卜池大矢松浦
垣川＝冊下原水

礼
子
、

変
二
、

′

イ

ー

　

■

慎
二
、

明
弘
、

健
∴

吉
正
、

塚川岡＝榛遠竹日
原　卜田原藤内川

将
夫

故
朗功明

雄
成

良
文士

1

′
、

※
訓
練
期
間

各
科
と
も
一
年
間

※
応
募
資
格
…
…
…
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
。
但
し
、
イ
ン
テ
リ
ア

コ
ー
ス
は
女
性
の
み
。

◎
願
書
受
付
締
切

平
成
2
年
9
日
1
4
円
へ
金
）

く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
職
業

安
定
所
、
又
は
雇
用
促
進
事
業
川

米
子
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
（
℡
0

8
5
9
・
2
7
・
0
1
1
1
）
　
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

鳥
取
県
立
農
業
大
学
校

平
成
三
年
度
学
生
募
集

①
募
集
定
日

果
樹
科
・
野
菜
科
・
畜
席
料

三
十
人
　
（
男
女
共
学
・
2
年
）

②
受
験
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
3
年

3
H
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

③
願
書
受
付

平
成
2
年
1
2
月
1
日
（
土
）
～

平
成
3
年
1
日
3
1
日
　
（
木
）
　
ま
で

④
入
学
選
抜
試
験

平
成
3
年
2
日
1
3
日
　
（
水
）

⑤
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、

雪
ハ
八
二
－
O
E
　
東
伯
郡
関

金
町
大
字
大
鳥
居
二
三
八
番
地

鳥
取
県
立
農
業
大
学
校
（
℡
0
8

5

8

・

4

5

・

2

4

1

1

・

2

4

1

2
）
　
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
法
人
が
加
入

広
が
る
社
会
保
険
の
輪

健
康
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
は
、

会
社
、
工
場
、
商
店
を
ど
で
働
く

人
た
ち
を
対
象
と
す
る
社
会
保
険

で
す
。昭

和
六
十
－
隼
か
ら
、
段
階
的

に
仙
人
す
る
事
業
所
の
範
囲
が
広

が
り
、
法
人
の
事
業
所
で
働
く
人

た
ち
は
、
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

健
壌
保
険
と
厚
生
年
金
保
険
に

仙
人
す
る
こ
と
は
、
従
業
‖
ひ
と

り
ひ
と
り
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
作
る
こ
と
に
も
在
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
と
し
て
も
社
会
的

信
用
が
備
わ
り
、
ま
す
ま
す
の
発

展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
だ
、
加
入
さ
れ
て
い
を
い
法

人
事
業
所
の
事
業
主
の
み
を
さ
ん

は
、
今
す
ぐ
手
続
き
を
取
り
、
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

米
十
社
会
保
険
事
務
所
へ
℡
0
8

5
9
・
3
4
・
6
1
1
1
）
　
ま
で
。

ご
存
じ
で
す
か

建
設
業
関
係
の
皆
さ
ん
〃
‥

建
設
業
を
営
む
方
々
、
お
よ
び

建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が

作
っ
た
「
建
設
業
退
職
金
共
消
制

度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般
の

退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業

所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ
る
退
職

金
で
を
く
、
建
設
業
と
い
う
一
つ

の
業
種
の
中
で
働
く
か
ぎ
り
、
事

業
所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部
を

通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
建
設
業
界
ぐ
る
み
の

退
職
金
制
度
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
六
八
〇
　
鳥
取
市
西
町
二
の
二

‥
○
　
鳥
取
県
建
設
会
館
内

建
退
共
　
　
鳥
　
取
　
支
　
部

℡
0
8
5
7
・
2
4
・
2
2
8
1
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
㈹

「
チ
ロ
ル
の
里
構
想
の

め
ざ
す
も
の
」

豊
か
を
∩
然
条
件
を
生
か
し
た

地
場
座
業
の
振
興
を
基
調
と
す
る

こ
の
構
想
は
、
人
山
山
麓
の
持

作
を
生
か
し
て
、
高
地
、
中
間
地
、

低
地
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
気
候
風
土
に
応
じ
た
農
林
業
、

観
光
、
工
業
、
商
業
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の

活
性
化
を
は
か
り
、
十

供
達
が
夢
を
託
し
て
働

け
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

な
お
、
チ
ロ
ル
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
は
、
急
激
な

社
会
環
鳩
の
変
化
の
中

で
、
国
際
的
な
視
野
に

た
っ
て
気
候
、
風
土
の

似
通
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
チ
ロ
ル
地
方
の
イ
メ

ー
ジ
か
ら
「
奥
人
山
チ

ロ
ル
の
里
」
と
し
た
も

の
で
す
。

選挙一口メモ　マンガ編

．日●　ぺ、√′・∴
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▲
「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
」

構
想
図

老齢福祉年金を

受けたら

「国民年金証書」・「所得などの

申立書」を提出しましょう。

団
艮
年
金
の
老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
お
ら
れ
る
人
は
、
8
日
期

の
年
金
を
受
け
塀
ら
れ
た
ら
「
川

民
年
金
証
托
‖
」
と
「
所
得
を
ど
の

申
立
快
‥
」
を
、
市
町
村
役
場
へ
描

出
す
る
こ
と
に
在
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
」
回
受
給
署
本

人
や
配
偶
苫
・
扶
養
義
務
者
の
所

得
状
況
等
を
確
認
し
て
、
向
こ
う

年
間
年
金
が
受
け
と
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、

次
の
支
払
期
に
年
令
が
受
け
取
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

8
日
期
の
年
金
は
、
8
日
1
3
日

〈
〓
）
　
か
ら
支
払
い
が
始
ま
り
ま

ト
。
一
…
又
け
と
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

提
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

俣
野
簡
易
郵
便
局
で
受
け
塀
ら

れ
る
ガ
は
、
「
証
書
」
・
「
中
立

代
目
」
　
と
も
簡
易
郵
便
局
へ
提
出
さ

れ
ま
す
と
、
郵
便
局
か
ら
役
場
へ

送
付
さ
れ
ま
す
。

「
所
得
な
ど
の
巾
ル
ー
だ
」
は
記

入
も
れ
の
を
い
よ
う
全
部
記
入
、

捺
印
の
う
え
拙
出
し
て
ド
さ
い
。

Soumu
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第235号

▽
保
健
婦
よ
り
ひ
と
こ
と
…
飲
み
す
ぎ
に
注
意
／

ー‾‘■　▲l

謬

毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

夏
パ
テ
せ
ず
に
お
過
し
で
し
ょ
う

か
。暑

い
と
、
つ
い
つ
い
冷
た
い
飲

物
を
の
み
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

み
を
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

今
日
は
、
飲
料
・
ド
リ
ン
ク
剤

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

◎
炭
酸
飲
料

炭
酸
ガ
ス
に
圧
力
を
か
け
て
、

水
に
溶
か
し
て
で
き
て
お
り
、
飲

む
時
に
気
化
し
て
泡
だ
ち
、
そ
の

ガ
ス
の
気
泡
の
刺
激
が
口
に
清
涼

感
を
与
え
ま
す
。

栄
養
学
的
に
は
糖
質
以
外
の
栄
養

素
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。

◎
果
汁
飲
料

果
汁
飲
料
は
、
含
ま
れ
る
果
汁

の
量
に
よ
っ
て
区
別
が
あ
り
ま
す
。

天
然
果
汁
～
果
汁
1
0
0
％

果
汁
飲
料
～
果
汁
5
0
％
以
上

果
汁
入
り
～
果
汁
1
0
～
5
0
％

そ
の
他
～
果
汁
1
0
％
以
下

天
然
の
果
実
に
は
豊
富
な
ど
タ

ミ
ン
C
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

果
汁
飲
料
の
場
合
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
加
工
の
際
の
加
熱
処
理
を
ど

で
失
わ
れ
、
残
念
で
す
が
一
部
を

除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。

果
汁
と
い
う
名
前
で
天
然
の
果
実

と
同
じ
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
の
補
給

を
期
待
す
る
の
は
無
理
の
よ
う
で

す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

人
が
高
温
下
で
激
し
い
運
動
を

す
る
と
、
一
時
間
あ
た
り
一
～
二

リ
ッ
ト
ル
も
の
汗
が
出
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

汗
に
は
、
水
分
だ
け
で
を
く
い
ろ

ん
を
電
解
質
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
適
当
な
水
分
、
電
解
質
を
補
給

す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
考
え
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

運
動
後
に
不
足
し
た
水
分
や
電

解
質
を
補
う
程
度
に
飲
み
、
こ
れ

だ
け
で
疲
労
回
復
を
は
か
ろ
う
と

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
乳
酸
菌
飲
料

牛
乳
な
ど
の
乳
酸
菌
や
酵
母
で

発
酵
さ
せ
、
こ
れ
を
原
料
に
甘
味

や
香
料
を
加
え
た
も
の
で
す
。

◎
ド
リ
ン
ク
剤

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
補
給

を
目
的
と
し
て
疲
労
回
復
を
う
た

っ
た
も
の
で
す
が
、
思
っ
た
ほ
ど

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ

て
い
を
い
の
で
、
健
康
の
増
進
や

疲
労
回
復
を
ど
に
大
き
を
効
果
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

以
上
簡
単
に
飲
料
の
こ
と
を
書

き
ま
し
た
が
、
共
通
し
て
い
え
る

こ
と
は
甘
み
の
こ
と
で
す
。

飲
料
・
ド
リ
ン
ク
剤
の
ほ
と
ん

ど
約
9
0
％
が
水
分
・
残
り
1
0
％
が

糖
質
で
す
。
2
5
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入

り
の
容
器
だ
と
、
な
か
の
糖
質
は

1
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
も
在
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
飯
に
す
る
と
軽
く
茶

わ
ん
半
分
に
相
当
す
る
量
に
在
り

ま
す
。

三
度
の
食
事
と
の
関
連
を
考
え
ず

飲
み
す
ぎ
れ
ば
肥
満
や
健
康
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
子
供
さ
ん
た
ち
が
た
く
さ

ん
飲
め
ば
食
欲
を
な
く
し
、
三
度

の
食
事
が
と
れ
を
く
在
っ
て
栄
養

素
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
問
題
も
出

て
き
ま
す
。

暑
い
か
ら
と
安
易
に
飲
み
す
ぎ

告
い
で
、
上
手
に
利
用
し
て
夏
を

の
り
き
り
た
い
も
の
で
す
。

眈′りち　こう

篭整．？誓を
ノ

り一一’

∪つノTl・ませぺ
√いう帰明のノちr、．」

√カ・二へたす′の√ノ

ーJq′そよ的、

‾1叩、瑚恥・－抽触ヽ叫・甘斤の朗押合・そしり他√

護衛芸ナ

机摘吼

用紙のなく在った方は、役場

へ申し出てください。

休
日
（
盆
休
）
救
急
歯
科
診
療
在
宅
当
番
医
の
お
知
ら
せ

◇
平
成
2
年
8
月
1
4
日
（
火
）

1
0
時
～
1
2
時
の
午
前
中
（
自
宅
）

辻
歯
科
医
院

（
米
子
市
草
庵
1
2
4
4
）

℡
0
8
5
9
－
2
2
－
4
0
7
3

国
谷
歯
科
医
院

（
名
和
町
御
来
屋
7
7
4
）

診
℡
0
8
5
9
1
5
4
－
3
5
8
1

日
℡
0
8
5
9
－
5
4
－
2
1
5
6

◇
平
成
2
年
8
月
1
5
日
（
水
）

10
時
～
1
2
時
の
午
前
中
（
自
宅
）

あ
お
ば
歯
科
医
院

（
米
子
市
福
市
1
1
7
0
－
3
）

田
本
（
知
）

診
℡
0
8
5
9
－
2
6
I
O
l
O
l

自
℡
0
8
5
9
－
2
6
－
0
2
0
8

下
村
歯
科
医
院

（
溝
口
町
溝
口
裏
1
7
5
）

診
℡
0
8
5
9
－
6
2
－
1
7
1
8

日
℡
0
8
5
9
1
6
2
1
1
1
5
7

9月開設

人権、行政、心配ごと相談所
と　き　　9月12日（水）

午前9時～正午

ところ　　日　輪　閣

相談員　　安5工久夫人権擁護委員
法務局職員
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四角形



人の動き

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

〆丁本荒本日
市
原二日一一出

岡
出
　
福
門
6
3
歳
　
昇
宅

若
林
　
瀧
子
8
1
歳
治
将
宅

福
島
婦
美
子
7
1
歳
綿
実
十
宅

手
島
　
祐
8
1
歳
征
夫
宅

三
上
　
文
子
8
7
歳
清
江
宅

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

吉
　
原
　
天
野
　
伸
祐

昇
一
・
真
由
美
　
長
男

御
　
机
　
川
上
の
ぞ
美

公
明
・
恵
美
子
　
長
女

新
一
本
高
　
宣
子

良
三
・
啓
子
　
　
長
女

久
　
遠
　
谷
口
　
直
紀

別
行
・
文
子
　
　
長
男

■‥二m
rJL
7月中寄託分

久
　
遠
　
山
口
　
重
夫
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
上
原
　
裕
臣
　
様

へ
二
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
佐
々
木
宣
孝
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
下
垣
　
勝
彦
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
影
山
　
　
巌
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
梅
林
芙
美
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

㊤
㊨
㊥
㊦
㊥
㊥

物
価
研
修
バ
ス
「
走
る
物
価
教
室
」

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

川清辻車藤井川
上水本　　原上井

新
治

幸
美

孝
志

京
淑

朋聡
子司

辰
郎

第235号

田
中
ゆ
う
こ

日
野
尾
索
司

高
平
　
敦
子

）））））

島
根
県
安
来
市

大
河
原
か
ら

俣
野

韓
国
か
ら

奈
良
県
五
條
市

大
河
原
か
ら

久
遠

香
川
県
香
川
郡
か
ら

武
庫

日
野
郡
日
南
町
か
ら

‘
香
典
返
し
と
し
て

本
一
若
林
　
治
将
　
様

（
母
瀧
子
様
ご
逝
去
）

宮
市
原
　
三
上
　
清
江
　
様

（
母
文
子
様
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
田
本
　
陽
子
　
梯

（
母
福
島
婦
美
子
様
ご
逝
去
）

本
　
二
　
手
島
　
征
夫
　
様

（
父
祐
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

本
　
三
　
中
川
あ
や
子
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
六
日
末
累
計
額

六
六
．
．
一
、
〇
〇
〇
円

2
、
七
月
中
寄
託
額

一
七
二
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
八
〇
、
〇
〇
〇
円

内
　
　
祝
　
九
二
、
〇
〇
〇
円

3
、
支
出
額
　
　
　
　
〇
円

4
、
七
月
末
累
計
額

八
三
五
、
〇
〇
〇
円

鳥
取
県
で
は
、
一
般
消
費
者
を

対
象
と
し
た
物
価
研
修
バ
ス
　
「
走

る
物
価
教
室
」
　
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
、
一
般
消
費
者
の

方
に
、
日
々
の
生
活
必
需
H
m
で
あ

る
食
料
品
や
電
気
製
品
、
紙
製
品

の
生
産
、
流
通
施
設
を
見
学
し
、

関
係
業
者
と
意
見
を
交
換
す
る
こ

と
に
よ
り
、
県
内
食
料
品
・
電
気

製
品
・
紙
製
品
業
界
等
の
生
産
・

流
通
シ
ス
テ
ム
及
び
そ
の
問
題
点

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
物
価
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
得
、
合
理
的
を
消
費
行
動
促
進

の
一
助
と
在
る
よ
う
、
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

◎
参
加
資
格

1
8
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

◎
実
施
日

＊
鳥
取
駅
発
コ
ー
ス

9
月
は
日
　
（
火
）

＊
倉
吉
駅
発
コ
ー
ス

9
月
1
9
日
（
水
）

＊
米
子
駅
発
コ
ー
ス

9
月
2
0
日
（
木
）

◎
募
集
人
員
　
各
コ
ー
ス
5
0
名

◎
募
集
締
切
　
8
月
3
1
日
（
金
）

◎
申
込
み
方
法

郵
傾
往
復
は
が
き
に
次
の
事
項

を
記
載
し
て
、
（
〒
六
八
〇
）
鳥

取
市
東
町
一
丁
目
二
二
〇
番
地

鳥
取
県
民
生
部
社
会
課
県
民
生
活

室
「
走
る
物
価
教
室
」
係
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
希
望
す
る
コ
ー
ス
名
　
②
住
所

③
氏
名
　
④
年
齢
　
⑤
職
業
　
⑥

連
絡
電
話
番
号
　
⑦
見
学
す
る
に

当
た
り
、
樺
に
説
明
を
希
望
す
る

事
項
及
び
質
問
事
項

※
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
参
加
者
を
決
定
し
、
通

知
し
ま
す
。

〔
見
学
施
設
〕

▼
鳥
取
駅
発
．
コ
ー
ス
…
宝
製
菓
㈱

関
金
工
場
・
リ
コ
ー
マ
イ
ク
ロ
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
　
▼
倉
吉
発

コ
ー
ス
‥
・
県
果
樹
野
菜
試
験
場
・

大
山
乳
業
農
協
・
県
経
済
連
米
子

碑
油
工
場
　
▼
米
子
駅
発
コ
ー
ス

…
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
・

王
子
製
紙
㈱
米
子
工
場

Soumu
四角形


